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伊
丹
広
報
３
面

０
４
１
５
０
３

井
❶
井
❷
岡
❸
藤
❹
井
❺
井
❻
井
❼
藤
❽
井
❾
藤
10
岡

大
型
連
休
中

公
共
施
設
の
休
・
開
館

大
型
連
休
中
の
市
内
公
共
施
設
な

ど
の
対
応
は
次
の
通
り
（
定
休
日
に

開
館
す
る
場
合
や
定
休
日
と
異
な
る

休
館
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
休
日

の
応
急
診
療
は
本
紙
５
面
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）。

【
図
書
館
北
分
館
】
▽
５
月
３
日

㈷
�
開
館
▽
６
日
㈯
�
休
館
。

【
伊
丹
ア
イ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ホ
ー

ル
】
▽
５
月
４
日
㈷
�
開
館
▽
８
日

㈪
�
休
館
。

【
こ
ど
も
文
化
科
学
館
】
▽
５
月

８
〜
１１
日
�
休
館
。

◆
４
月
分
か
ら
児
童
扶
養
手
当
な
ど

の
支
給
額
を
改
定

市
は
、
児
童
扶

養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
、
障

害
児
福
祉
手
当
、
特
別
障
害
者
手

当
、
福
祉
手
当
を
４
月
分
か
ら
右
下

表
の
通
り
改
定
し
ま
す
。

問
表
内
の
○こ
は
市
こ
ど
も
福
祉
課

�
７８４
・
８
０
３
０
、
○障
は
市
障
害
福

祉
課
�
７８４
・
８
０
３
２
。

◆
就
学
援
助
、
特
別
支
援
教
育
就
学

奨
励
費
の
申
請
は
５
月
８
日
ま
で

【
就
学
援
助
】
市
教
委
は
、
経
済

的
理
由
で
小
・
中
学
校
へ
の
就
学
が

困
難
な
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
に
学

用
品
費
や
学
校
給
食
費
な
ど
を
助
成

し
ま
す
。

対
象
は
令
和
５
年
度
に
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人
か
４
年
中
の
所

得
（
新
入
学
児
童
・
生
徒
は
３
年
中

の
所
得
も
対
象
）
が
市
教
委
の
定
め

る
基
準
以
下
の
人
。

▽
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
▽
生

活
保
護
が
停
止
か
廃
止
に
な
っ
た
▽

市
民
税
非
課
税
か
減
免
の
扱
い
を
受

け
て
い
る
▽
国
民
年
金
保
険
料
の
全

額
免
除
を
受
け
て
い
る
（
特
例
免
除

と
産
前
産
後
休
業
期
間
中
の
保
険
料

免
除
除
く
）
▽
児
童
扶
養
手
当
の
支

給
を
受
け
て
い
る
（
４
年
度
か
５
年

度
の
同
手
当
証
書
を
持
つ
人
）
▽
生

活
福
祉
資
金
の
貸
し
付
け
を
受
け
て

い
る（
措
置
期
間
と
償
還
期
間
除
く
）

▽
日
雇
労
働
被
保
険
者
で
あ
る
。

【
特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励
費
】

市
教
委
は
、
小
・
中
学
校
の
特
別
支

援
学
級
に
在
籍
し
て
い
る
か
学
校
教

育
法
施
行
令
第
２２
条
の
３
の
障
が
い

の
程
度
に
該
当
す
る
児
童
・
生
徒
の

保
護
者
に
、
就
学
に
よ
る
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
学
用
品
費
や

学
校
給
食
費
な
ど
の
経
費
の
一
部
を

支
給
し
ま
す
。
支
給
額
は
世
帯
の
収

入
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
各
学
校
で
配
布
す
る

「
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
請
書
な
ど
の
配
布
・
受
け
付
け
は

各
学
校
で
行
い
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
５
月
８
日
ま
で
に

申
請
を
。

問
市
教
委
学
事
課
�
７８４
・
８
０
８

６
。

◆
認
可
外
保
育
施
設
な
ど
給
食
費
の

値
上
が
り
分
補
助
の
申
請
は
４
月
２８

日
ま
で

市
教
委
は
、
認
可
外
保
育

施
設
な
ど
に
在
籍
し
て
い
る
児
童
の

給
食
費
に
つ
い
て
、
食
材
価
格
高
騰

分
を
次
の
通
り
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
者
】
市
内
在
住
で
負
担
す

る
給
食
費
が
値
上
が
り
し
た
▽
市
外

の
認
可
施
設
▽
市
内
外
の
認
可
外
保

育
施
設
―
―
に
在
籍
し
て
い
る
児
童

の
保
護
者
。

【
補
助
対
象
】
令
和
４
年
度
の
給

食
費
の
値
上
が
り
相
当
分
（
支
払
予

定
日
は
５
月
中
旬
ご
ろ
）。

詳
し
く
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下

二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
読
み
取
り
可
）

で
確
認
を
。

�
市
役
所
２
階
の
教
育
保
育
課
に

あ
る
必
要
書
類
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事

項
を
書
き
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、

４
月
２８
日
ま
で
に
直
接
か
郵
送
（
消

印
有
効
）
で
〒
６６４
・
８
５
０
３
伊
丹

市
役
所
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
保

育
課
（
�
７８４
・
８
０
３
５
）
へ
。

◆
学
校
給
食
等
食
材
調
達
を
支
援

市
教
委
は
、
小
・
中
学
校
の
給
食
費

に
つ
い
て
、
食
材
価
格
高
騰
分
を
負

担
し
ま
す
。

学
校
給
食
は
保
護
者
か
ら
の
給
食

費
で
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
食
材
価

格
が
高
騰
し
て
い
る
中
、
保
護
者
負

担
へ
転
嫁
す
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
ま

で
通
り
の
栄
養
と
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ

た
給
食
を
実
施
し
ま
す
。

問
市
教
委
学
事
課
�
７８４
・
８
０
４

９
。

充電式電池な
ど

回収ボックス３カ所増えて

市内12カ所に
ごみと一緒に廃棄された
充電式電池が、ごみ収集車
や処理施設で出火し、火災
が発生しています。
同電池は、ごみと一緒に
出さずに拠点回収への持ち
込みや回収ボックス（写真）
の利用をお願いします。
４月から新しく３カ所に
回収ボックスを設置しました。
【回収ボックス設置場所と利用時間】▷みどりのプ
ラザ＝午前９時～午後５時半▷サンシティホール＝
午前９時～午後９時▷伊丹スポーツセンター＝午前
９時～午後９時
その他の回収場所などは、市環境クリーンセンタ
ーホームページで確認を。

市環境クリーンセンター�７８２-０９６８

各手当の支給月額
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広がる取り組み

阪神・丹波9市1町が連携

パートナーシップ宣誓制度

市
は
４
月
１
日
、
本
市
、
尼
崎
・

西
宮
・
芦
屋
・
宝
塚
・
川
西
・
三
田

市
、
猪
名
川
町
に
新
た
に
丹
波
市
、

丹
波
篠
山
市
を
加
え
た
阪
神
・
丹
波

９
市
１
町
に
よ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
宣
誓
制
度
の
取
り
組
み
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

同
協
定
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度
の
利
用
者
が
協
定
締
結
自

治
体
間
で
転
出
入
し
た
際
、
転
出
元

の
受
領
証
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
こ
と

で
戸
籍
謄
本
や
宣
誓
書
な
ど
の
提
出

が
不
要
と
な
り
▽
再
度
の
宣
誓
手
続

き
に
伴
う
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
▽

協
定
間
で
連
携
し
た
啓
発
の
取
り
組

み
―
―
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

問
市
同
和
・
人
権
平
和
課
�
７８４
・

８
０
７
７
。

◆「
伊
丹
市
土
曜
学
習
」を
実
施

市

教
委
は
、
子
ど
も
た
ち
の
土
曜
日
の

豊
か
な
教
育
環
境
の
実
現
を
目
指

し
、
市
内
小
・
中
学
校
で
年
間
１０
回

程
度
、
土
曜
学
習
を
実
施
し
ま
す
。

同
学
習
は
、
地
域
・
学
校
・
企
業

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
協
力
を
得

て
、
普
段
の
授
業
で
は
で
き
な
い
多

彩
な
体
験
や
交
流
、
自
主
的
な
学
び

の
場
を
小
・
中
学
生
に
提
供
し
て
い

ま
す
。

【
学
習
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
】
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
支
え

る
、
土
曜
学
習
の
学
習
指
導
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
教
委
社
会
教
育
課

へ
。問

市
教
委
社
会
教
育
課
�
７６４
・
７

８
１
４
。

◆
商
工
業
振
興
委
員
会
委
員
を
募
集

市
は
、
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
の

調
査
・
研
究
・
提
言
を
行
う
委
員
２

人
を
次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格
�
市
内
在
住
・
在
勤

の
１８
歳
以
上
で
平
日
の
活
動
に
参
加

で
き
る
人
▽
任
用
期
間
�
５
月
１
日

か
ら
２
年
間
。
報
酬
あ
り
。

�
用
紙
（
様
式
自
由
）
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
経
歴
、
電
話
番
号
、

応
募
動
機（
８００
字
程
度
）を
書
い
て
、

４
月
２５
日
午
後
５
時
ま
で
に
直
接
か

郵
送
（
必
着
）
で
〒
６６４
・
８
５
０
３

伊
丹
市
役
所
商
工
労
働
課
（
�
７８４
・

８
０
４
７
）
へ
。

◆
統
計
調
査
「
登
録
調
査
員
」
を
募

集

市
は
、
国
や
県
が
実
施
す
る
統

計
調
査
の
調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

同
調
査
員
は
、
対
象
世
帯
や
事
業

所
を
訪
問
し
、
調
査
の
説
明
や
調
査

票
の
配
布
・
回
収
な
ど
を
行
い
ま

す
。登

録
要
件
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
し
て
く
だ
さ

い
。問

市
総
務
課
統
計
担
当
�
７８０
・
４

４
７
５
。

市
中
小
企
業
振
興

融
資
制
度

市
は
、
市
内
中
小
企
業
者
を
対
象

に
融
資
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

制
度
内
容
は
下
表
の
通
り
。

融
資
要
件
な
ど
詳
し
く
は
、
市
商

工
労
働
課
に
問
い
合
わ
せ
を
し
て
く

だ
さ
い
。

問
市
商
工
労
働
課
�
７８４
・
８
０
４

７
。

◆
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
毎
年
４
〜
６

月
に
１
回
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
年
１
回
必
ず
受
け
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。

市
獣
医
師
会
所
属
の
動
物
病
院
で

は
、
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

を
併
せ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

費
用
は
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防

注
射
で
６
千
４００
円
（
注
射
の
み
は
３

千
４００
円
）。

犬
の
登
録
が
済
ん
で
い
る
人
は
、

事
前
に
送
付
し
た
は
が
き
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防

の
集
合
注
射
は
中
止
し
ま
す
。

問
市
生
活
環
境
課
�
７８１
・
５
３
７

１
。

自由な投句を

「伊丹一句（19）の日」

季語などの形式にこだわらない自由
な俳句を募集します。
【募集期間】４月１９～２１日
【参加料】無料（特選・入選者には賞
品あり）
市立伊丹ミュージアムや図書館「こ

ぐら

とば蔵」などにある各投句箱か市立伊
丹ミュージアムホームページからイン
ターネットで投句を。

市立伊丹ミュージアム�７７２-５９５９

中小企業振興融資制度

手当 改定前 改定後
児童扶養手当○こ

（全部支給で児童１人の場合） ４万３０７０円 ４万４１４０円

特別児童扶養手当○こ
１級 ５万２４００円 ５万３７００円
２級 ３万４９００円 ３万５７６０円

障害児福祉手当○こ １万４８５０円 １万５２２０円
特別障害者手当○障 ２万７３００円 ２万７９８０円

福祉手当（経過措置分）○障 １万４８５０円 １万５２２０円

資金名 資金使途 融資限度額 利率（年） 融資期間
（据置期間）

保証料
補助率

事業資金
事業資金

２０００万円
１.２０%

１０年以内。運転のみの
場合は７年以内（内１
年以内） １/４

小口零細資金（小規模・零細事
業者） １２５０万円

７年以内（内１年以内）セーフティ１to６資金（セーフ
ティネット１～６号認定者） 運転資金 １０００万円 １.００%

１/２大型店対策資金（大型店の進出
に対策を講じる人） 事業資金 １２００万円 １.１３% １０年以内（内１年以内）

１/４創業資金（起業する人） １０００万円 ７年以内（内１年以内）


